
山
やま

川
かわ

　邦
くに

夫
お

　

こ
れ
ま
で
は
科
別
に
説
明
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
地
下
肥
大
部
を
利
用
す
る

野
菜
を
一
括
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ

モ
、
ヤ
マ
イ
モ
、
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
で
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
科
に
属
す
る
作
物
で
す
。

　

肥
大
部
分
は
根
か
地
下
茎
に
な
り
ま
す

が
、
純
粋
の
根
は
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
け
で
、

ほ
か
は
地
下
茎
か
そ
の
変
形
（
例
：
ヤ
マ

イ
モ
）
な
の
で
、
本
当
は
塊
根
茎
類
と
呼

ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
地
上
部
の
茎
が
肥

大
す
る
野
菜
（
例
：
コ
ー
ル
ラ
ビ
）
も
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
塊
根
類
に
一
括
し
て

お
き
ま
す
。

直
根
類
と
の
違
い

　

地
下
部
の
肥
大
と
い
う
点
で
は
ダ
イ
コ

ン
や
ニ
ン
ジ
ン
の
直
根
類
と
同
じ
で
す
が
、

根
本
的
に
違
う
点
は
、
直
根
（
第
３
回
参

照
）
は
幼
根
と
杯
軸
と
い
う
、
種
子
内
で

形
成
さ
れ
る
初
期
器
官
か
ら
発
達
す
る
た

め
、
種
子
を
使
っ
て
栽
培
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
に
対
し
、
塊
根
類
は
種
子
に
直
接

由
来
し
な
い
地
下
茎
や
不
定
根
が
肥
大
し

た
も
の
な
の
で
、
種
子
繁
殖
の
必
要
が
な

い
と
い
う
点
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
以
外
は

花
も
め
っ
た
に
咲
き
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
花
が
咲
き
、
種
子
稔
性
も
あ
る
の
で

種
子
繁
殖
も
可
能
で
す
が
、
均
一
性
そ
の

他
の
理
由
で
、
ほ
か
の
塊
根
類
同
様
、
栄

養
増
殖
に
よ
り
栽
培
し
て
い
ま
す
。

花
成
・
抽
苔
へ
の
配
慮
不
要

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
葉
根
菜
に
比
べ
て
塊

根
類
の
最
大
の
利
点
は
、
花
成
・
抽
苔
へ

の
配
慮
が
必
要
な
い
こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
よ
く
花
が
咲
き
ま
す
が
、
葉
根
菜

の
多
く
が
株
全
体
の
茎
頂
が
生
殖
茎
頂
に

変
わ
り
、
茎
葉
の
形
成
を
中
止
す
る
の
に

対
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ト
マ
ト
同
様
（
と

も
に
ナ
ス
科
植
物
）、花
と
茎
葉
が
同
時
に

発
育
し
、
地
下
部
へ
の
養
分
供
給
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
か
ら
で
す
。

重
要
な
環
境
は
温
度
の
み

　

塊
根
類
は
す
べ
て
低
緯
度
起
源
で
、
短

日
植
物
（
第
4
回
参
照
）
で
す
。
塊
根
類

は
日
長
に
よ
る
花
成
の
心
配
が
な
い
の
で
、

水
が
豊
富
な
日
本
で
は
、
気
・
地
温
が
生

第
18
回

タキイ園芸
専門学校

元校長が解
説

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

塊
根
類

野
菜
の
作
型
と

品
種
生
態

～
栽
培
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
～
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↑均一性などの関係でほかの
塊根類と同様、栄養繁殖が
一般的なジャガイモ。（写
真は種イモの植え付け）

昭和30年東京大学農学部卒、同年農林省入省。九州農業試
験場でイチゴの品種改良、放射線育種場に移り、米国留学
研究を含めた、放射線生物研究論文で農学博士（東京大学）
受位。野菜試験場に移り、耐病性育種に関する研究で農林
水産大臣賞および園芸学会賞受賞。昭和63年野菜・茶業試
験場場長、平成₄年農林水産省退官後、タキイ研究農場長、
同園芸専門学校長を経て、平成16年退社。
著書：「野菜の生態と作型」（農山漁村文化協会）ほか。



育
に
関
す
る
唯
一
重
要
の
環
境
要
素
と
な

り
ま
す
。

　

起
源
地
に
よ
っ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
説
明
し
ま
す
。

⒈ 

ア
メ
リ
カ
大
陸
起
源

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
が
、

共
通
点
と
相
違
点
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

南
北
の
救
荒
作
物

　

と
も
に
、
で
ん
ぷ
ん
生
産
効
率
の
高
い

作
物
で
、
食
糧
や
加
工
原
料
と
し
て
も
重

要
で
あ
り
、
副
食
と
し
て
生
鮮
利
用
さ
れ

る
時
だ
け
野
菜
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
米
麦
な
ど
の
穀
物
飢
饉
を
救
う
代
表

的
な
救
荒
作
物
で
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
が
江

戸
時
代
の
徳
川
吉
宗
と
青
木
昆
陽
に
さ
か

の
ぼ
る
ま
で
も
な
く
、
先
の
戦
中
・
戦
後

の
食
糧
難
で
最
も
有
効
な
代
用
食
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
年
配
の
方
の
記
憶
に
新
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特

に
ド
イ
ツ
な
ど
の
中
欧
で
は
、
野
菜
と
い

う
よ
り
は
食
糧
の
一
部
で
、
19
世
紀
中
半

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
疫
病
が
蔓
延
し
た
時
は

ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
で
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
冷
涼
、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
高
温
作
物

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
起
源
地

は
と
も
に
中
南
米
で
、
距
離
的
に
は
比
較

的
近
い
の
で
す
が
、
大
き
な
違
い
は
標
高

差
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
起
源
地
は
ア
ン

デ
ス
高
原
地
帯
と
考
え
ら
れ
、
自
生
も
栽

培
も
３
０
０
０
ｍ
以
上
の
地
域
が
多
く
、

冷
涼
気
候
を
好
み
ま
す
。

　

一
方
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
現
在
の
栽
培
こ

そ
東
南
ア
ジ
ア
に
多
い
で
す
が
、
ア
ジ
ア

で
は
近
縁
野
生
種
が
発
見
さ
れ
ず
、
関
連

す
る
す
べ
て
の
近
縁
野
生
種
が
発
見
さ
れ

て
い
る
中
南
米
の
熱
帯
低
地
が
起
源
と
考

え
ら
れ
、
高
温
を
好
み
ま
す
。

⑴ 

ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

日
本
に
は
16
世
紀
後
半
に
オ
ラ
ン
ダ
人

が
長
崎
に
導
入
し
た
と
い
わ
れ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
名
称
は
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
（
現
在
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
）
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
か
な
り
古
く
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

暑
さ
を
嫌
う
こ
と
か
ら
、
栽
培
が
普
及
し

た
の
は
明
治
に
な
っ
て
北
海
道
開
発
が
進

ん
で
か
ら
で
す
。

作
型
に
関
連
す
る
生
態
特
性

生
育
温
度

　

昼
温
20
℃
、
夜
温
10
～
14
℃
の
冷
涼
を

好
み
ま
す
。

種
イ
モ
の
休
眠

　

塊
根
を
種
イ
モ
と
し
て
使
い
ま
す
が
、

塊
根
は
肥
大
終
了
後
、
萌
芽
し
な
い
休
眠

期
間
が
あ
り
、
あ
る
期
間
経
過
す
る
と
、

ま
ず
頂
芽
か
ら
１
本
萌
芽
す
る
時
期
、
次

い
で
２
本
と
、
休
眠
覚
醒
に
し
た
が
っ
て

萌
芽
数
が
増
え
ま
す
。
種
イ
モ
の
休
眠
覚

醒
度
に
よ
っ
て
萌
芽
株
の
生
育
が
異
な
り
、

覚
醒
の
浅
い
種
イ
モ
を
用
い
た
場
合
に
は
、

つ
け
る
イ
モ
数
は
少
な
い
が
大
き
な
イ
モ

が
で
き
、
逆
に
十
分
に
覚
醒
し
た
種
イ
モ

を
用
い
た
場
合
に
は
早
生
と
な
り
、
イ
モ

を
多
く
つ
け
る
が
小
さ
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

休
眠
期
間
は
品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
作
型
に
よ
っ
て
適
当
な
品
種
と
適
当

な
休
眠
覚
醒
程
度
の
種
イ
モ
を
選
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

主
要
作
型
と
特
徴

　

栽
培
面
積
が
広
く
、
貯
蔵
・
輸
送
が
比

較
的
容
易
な
の
で
、
露
地
栽
培
が
主
と
な

り
、
環
境
調
節
は
マ
ル
チ
か
ト
ン
ネ
ル
な

ど
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

冷
涼
気
候
を
好
む
の
で
、
温
暖
地
で
は

夏
を
避
け
、
冬
・
春
植
え
（
次
頁
図
の
春

作
）
と
秋
植
え
（
図
の
秋
作
）、寒
地
・
寒

冷
地
で
春
植
え
（
図
の
夏
作
）
が
主
と
な

り
ま
す
。

①
春
作

　

暖
地
・
温
暖
地
で
は
12
月
～
３
月
に
植

え
付
け
、
５
～
７
月
収
穫
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
低
温
期
は
ト
ン
ネ
ル
や
マ
ル
チ
で

保
温
す
る
と
安
全
で
す
。

②
夏
作

　

４
～
５
月
に
植
え
付
け
て
８
～
９
月
を

中
心
に
収
穫
す
る
作
型
で
、
寒
地
・
寒
冷

地
が
主
産
地
に
な
り
ま
す
。
生
育
適
期
が

長
く
、
収
量
・
品
質
と
も
に
高
く
、
日
本

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
量
の
60
％
以
上
を
北

海
道
の
夏
作
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

春
作
や
夏
作
で
植
え
付
け
期
が
低
温
の

場
合
、
催
芽
促
進
の
た
め
に
、
種
イ
モ
を

植
え
付
け
前
の
20
～
30
日
間
、
昼
間
日
光

を
あ
て
て
15
～
20
℃
と
し
、
夜
間
は
適
宜

保
温
す
る
、
浴
光
処
理
を
行
い
ま
す
。

③
秋
作

　

８
～
９
月
に
植
え
付
け
、
温
暖
地
で
は

11
～
12
月
に
収
穫
、
暖
地
で
は
３
月
上
旬

ま
で
収
穫
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

品
種

　

生
食
用
に
は
＇
男
爵
＇
と
＇
メ
ー
ク
イ

ン
＇
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
暖
地

の
二
期
作
に
は
＇
デ
ジ
マ
＇
＇
ニ
シ
ユ
タ
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↑冷涼を好むジャガイモと
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↑ジャガイモは露地栽培が基本。
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カ
＇
な
ど
の
休
眠
の
浅
い
早
生
品
種
が
利

用
さ
れ
ま
す
。

⑵
サ
ツ
マ
イ
モ

　

前
述
の
よ
う
に
起
源
地
は
ア
メ
リ
カ
大

陸
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
古
来
東
南
ア
ジ

ア
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
日
本
へ
の
導

入
は
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
琉
球
か
ら
薩

摩
に
入
っ
た
と
い
う
も
の
が
有
力
で
す
。

前
述
の
青
木
昆
陽
の
功
績
は
関
東
地
方
へ

の
普
及
で
す
。

作
型
に
関
連
す
る
生
態
特
性

生
育
温
度

　

塊
根
の
肥
大
適
温
は
20
～
30
℃
で
、
地

温
15
℃
で
生
長
が
停
止
し
10
℃
で
枯
死
し

ま
す
。
貯
蔵
は
13
℃
程
度
と
し
ま
す
。

主
要
作
型
と
特
徴

　

高
温
性
で
生
育
期
間
も
長
い
の
で
、
寒

地
・
寒
冷
地
で
は
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
ず
、

イ
モ
の
輸
送
・
貯
蔵
が
可
能
な
こ
と
も
作

型
の
分
化
を
少
な
く
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
が
ほ
か
の
イ
モ
類
と
異
な

る
点
は
種
イ
モ
を
苗
床
で
育
苗
し
て
、
つ

る
を
本
圃
に
定
植
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
、
生
育
期
間
を
長
く
と
る
た
め
に
、

春
に
保
・
加
温
育
苗
し
て
地
温
が
20
℃
程

度
に
上
が
っ
て
か
ら
本
圃
に
定
植
し
ま
す
。

露
地
定
植
で
は
５
～
６
月
定
植
、
９
～
11

月
収
穫
が
標
準
で
、
マ
ル
チ
栽
培
で
４
月

定
植
、
8
月
収
穫
に
、
暖
地
の
ト
ン
ネ
ル

や
ハ
ウ
ス
定
植
で
は
５
～
７
月
収
穫
も
可

能
で
す
。

⒉ 

熱
帯
降
雨
地
域
起
源

　

サ
ト
イ
モ
、
ヤ
マ
イ
モ
は
日
本
で
古
来

よ
り
重
要
な
野
菜
で
あ
り
、
江
戸
時
代
ま

で
は
イ
モ
と
い
え
ば
サ
ト
イ
モ
か
ヤ
マ
イ

モ
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
ず
れ
も
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
降
雨
地
帯

に
広
く
分
布
す
る
多
年
生
植
物
で
、
こ
う

し
た
地
域
で
は
一
年
中
生
育
・
収
穫
で
き

る
多
年
作
物
の
方
が
、
種
子
繁
殖
性
作
物

よ
り
有
利
で
、
サ
ト
イ
モ
と
ヤ
マ
イ
モ
は

バ
ナ
ナ
と
並
ん
で
、
重
要
な
食
糧
作
物
で

す
。
た
だ
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
休
眠
性

を
も
た
な
い
た
め
、
日
本
の
よ
う
な
温
帯

で
の
越
冬
が
難
し
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
が
、

後
述
の
よ
う
に
日
本
の
導
入
品
種
は
か
な
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↑サツマイモは種イモを苗床で育苗して、つ
るを本圃に定植することができる。

↑日本のジャガイモ生産量の60％は夏作の北海
道産で占められる（写真：北海道富良野、７月）。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 産地主要品種例
①　春作

亜熱帯 デジマ、ニシユタカ、
メークイン

暖地
～

温暖地

メークイン、ニシユタカ、
トヨシロ

②　夏作

寒地
～

寒冷地

男爵、メークイン、
ワセシロ、キタアカリ、
トヨシロ

③　秋作

温暖地
～

暖地

デジマ、ニシユタカ、
メークイン

図　ジャガイモの基本作型と地域別作期

夏作
　　　：浴光催芽　　 ：種イモ定植　　　  ：本圃　　　  ：収穫期間　　　     ←：適宜定植可能            

ジャガイモの作型には
５～７月収穫の春作、８～９月収穫の
夏作、11～12月収穫の秋作があり、
そのうち北海道の夏作のものは品質
・収量ともに高くなっています。



り
の
耐
寒
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

⑶
サ
ト
イ
モ

　

日
本
へ
の
導
入
前
に
中
国
で
淘
汰
さ
れ

た
も
の
が
多
く
、
比
較
的
低
温
に
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。
発
芽
適
温
は
最
低
15
℃
、

生
長
適
温
は
25
～
30
℃
で
す
。
低
温
に
対

し
て
地
下
部
は
5
℃
ま
で
耐
え
る
が
、
長

期
貯
蔵
に
は
10
℃
を
要
し
ま
す
。

サ
ト
イ
モ
の
作
型

　

高
温
性
で
あ
る
こ
と
、
生
育
期
間
が
長

い
こ
と
、
輸
送
・
貯
蔵
が
で
き
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
作
型
の
分
化
が
少
な
く
、
産
地

も
東
北
中
部
以
南
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　

露
地
栽
培
が
普
通
で
、
霜
の
恐
れ
が
な

く
な
る
の
を
待
っ
て
、
な
る
べ
く
早
く
に

定
植
し
ま
す
。
４
～
５
月
定
植
、
９
月
以

降
収
穫
が
標
準
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
や
ハ
ウ

ス
定
植
、
ま
た
催
芽
後
の
定
植
に
よ
り
収

穫
期
を
前
進
で
き
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
並
ん
で
高
温
下
の
長
い

生
育
期
間
を
要
し
、
今
で
も
夏
を
フ
ル
に

経
た
秋
が
主
な
収
穫
期
で
あ
り
、
野
菜
の

周
年
供
給
の
進
ん
だ
現
在
、
旬
の
残
っ
て

い
る
数
少
な
い
野
菜
で
し
ょ
う
。
「
い
も

名
月
」
の
„
い
も
＂
は
サ
ト
イ
モ
を
指
し
、

皮
の
ま
ま
ゆ
で
た
「
き
ぬ
か
つ
ぎ
」
は
秋

の
季
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑷
ヤ
マ
イ
モ

　

日
本
で
栽
培
さ
れ
る
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
は

３
種
の
植
物
か
ら
な
り
、
名
称
も
地
域
な

ど
で
異
な
り
複
雑
で
す
が
、
一
番
栽
培
の

多
い
の
は
一
般
に
ヤ
マ
イ
モ
（
ま
た
は
ナ

ガ
イ
モ
）
と
呼
ば
れ
る
種
で
す
。
中
国
高

原
気
候
起
源
と
さ
れ
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
植

物
中
最
北
に
分
布
し
て
い
ま
す
（
藤
枝
、

１
９
９
３
）。
そ
れ
で
も
高
温
性
植
物
で

生
育
に
は
17
℃
以
上
を
要
し
、
耐
寒
性
は

弱
く
霜
で
茎
葉
は
枯
れ
、
イ
モ
の
貯
蔵
に

は
13
℃
程
度
を
要
し
ま
す
。

　

品
種
も
多
く
、
長
形
の
＇
ナ
ガ
イ
モ
＇、

扇
形
の
＇
イ
チ
ョ
ウ
（
銀
杏
）
イ
モ
＇、塊

形
の
＇
ヤ
マ
ト
（
大
和
）
イ
モ
＇
や
＇
イ

セ
（
伊
勢
）
イ
モ
＇
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

＇
ナ
ガ
イ
モ
＇
は
ほ
か
の
品
種
よ
り
草
勢

・
耐
寒
性
が
強
く
、
寒
地
・
寒
冷
地
で
も

栽
培
さ
れ
ま
す
が
、＇
イ
チ
ョ
ウ
イ
モ
＇
や

＇
ヤ
マ
ト
イ
モ
＇
な
ど
は
温
暖
地
・
暖
地

で
の
栽
培
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

熱
帯
種
も
ご
く
一
部
（
九
州
・
沖
縄
の

ダ
イ
ジ
ョ
）
で
栽
培
さ
れ
、
ま
た
日
本
独

自
の
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
（
自
然
薯
）
は
従
来
自

生
の
も
の
を
採
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
イ
プ
を
使
っ
た
栽
培
が
か

な
り
増
え
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
イ
モ
の
作
型

　

霜
害
の
危
険
が
な
く
な
っ
て
か
ら
植
え

付
け
る
露
地
栽
培
が
主
で
、
寒
地
・
寒
冷

地
で
５
月
定
植
、
11
月
以
降
収
穫
、
暖
地

・
温
暖
地
で
４
月
定
植
、
10
月
以
降
収
穫

が
標
準
で
す
。
生
育
期
間
の
短
い
寒
地
で

は
萌
芽
し
て
植
え
付
け
ま
す
。

⑸
シ
ョ
ウ
ガ

　

シ
ョ
ウ
ガ
も
熱
帯
降
雨
地
帯
に
分
布
す

る
多
年
生
植
物
で
、
サ
ト
イ
モ
や
ヤ
マ
イ

モ
の
よ
う
な
耐
寒
性
の
淘
汰
を
受
け
て
お

ら
ず
、
同
じ
シ
ョ
ウ
ガ
科
で
も
日
本
原
産

の
ミ
ョ
ウ
ガ
が
低
温
休
眠
性
で
越
冬
す
る

の
に
対
し
、
休
眠
を
も
た
な
い
の
で
、
生

育
、
貯
蔵
と
も
に
高
温
を
要
し
ま
す
。

　

20
～
30
℃
が
生
育
適
温
で
、
18
℃
以
上

で
発
芽
、
15
℃
が
生
育
限
界
、
塊
根
貯
蔵

に
は
13
～
16
℃
を
要
し
ま
す
。

　

十
分
肥
大
し
た
塊
根
を
収
穫
す
る
、「
根

シ
ョ
ウ
ガ
」
若
い
塊
根
を
茎
葉
の
つ
い
た

ま
ま
出
荷
す
る
「
葉
シ
ョ
ウ
ガ
」
さ
ら
に

幼
い
軟
化
催
芽
株
を
出
荷
す
る
「
芽
シ
ョ

ウ
ガ
（
筆
シ
ョ
ウ
ガ
）」
が
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ガ
の
作
型

　

長
期
間
の
高
温
を
要
す
る
の
で
、
産
地

は
温
暖
地
・
暖
地
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　

露
地
栽
培
は
遅
霜
の
危
険
性
の
な
く
な

っ
た
４
～
５
月
に
定
植
し
、
根
シ
ョ
ウ
ガ

で
９
～
11
月
が
主
な
収
穫
期
に
な
り
ま
す
。

生
鮮
物
が
好
ま
れ
、
特
に
若
シ
ョ
ウ
ガ
は

貯
蔵
が
困
難
な
の
で
、
ハ
ウ
ス
に
よ
る
早

熟
、
さ
ら
に
は
加
温
促
成
ま
で
行
わ
れ
、

４
月
ま
で
収
穫
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
、
作
型
が
発
展
す

る
例
で
す
。

野菜の作型と品種生態野菜の作型と品種生態
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↑４～５月定植、９月以降収穫が標
準。現代では数少ない「旬」の残
っている野菜の一つ。

↑扇形の「イチョ
ウイモ」。

→
日本で一番多
く栽培されて
いるヤマイモ
（またはナガ
イモ）。

→
塊形の「イセイモ」。

↑若い根を茎葉の
ついたまま用い
る「葉ショウガ」。

←
はじかみとも呼ばれる幼
い軟化催芽株を出荷する
「芽ショウガ」。

↑肥大した根を用いる
「根ショウガ」。


